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令
和
6
年
1
月
1
日
16
時
10
分
、
帰
省
者
が

多
く
集
い
家
族
団
ら
ん
の
時
を
過
ご
し
て
い
る

で
あ
ろ
う
元
日
の
夕
方
、マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
．

６
の
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
地
震

が
突
如
石
川
県
を
襲
い
、
輪
島
市
で
震
度
7
を

観
測
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
「
令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
」
の
震

源
は
、輪
島
の
東
北
東
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
付
近
、

深
さ
16
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
。
県
内
に
と
ど

ま
ら
ず
、
北
海
道
か
ら
九
州
地
方
に
か
け
て
震

度
を
観
測
し
て
お
り
、
富
山
や
福
井
、
新
潟
で

も
震
度
5
強
が
観
測
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
地
震
に
よ
り
、
能
登
地
方
に
は
大
津
波

警
報
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
輪
島
市
に
は
津

波
に
よ
る
大
き
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
地
震
を
起
因
と
す
る
火
災
が
起

こ
り
、
朝
市
通
り
周
辺
が
焼
失
。
ま
た
、
至
る

所
で
発
生
し
た
土
砂
崩
れ
や
崩
落
・
路
面
の
悪

化
等
に
よ
り
多
く
の
集
落
が
孤
立
し
、
移
動
す

る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
に
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
市
内
の
多
く
で
停
電
、
市
内
全

域
で
の
断
水
が
起
こ
る
な
ど
、
多
く
の
市
民
が

真
冬
の
過
酷
な
状
況
の
中
で
避
難
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
地
震
に
よ
る
被
害
は
、
3
月
15
日
時
点

で
死
者
１
０
２
名
、
重
軽
傷
者
５
１
６
名
に
も

の
ぼ
り
、
住
家
も
全
壊
だ
け
で
３
，
８
０
１
棟

と
17
年
前
の
地
震
を
大
き
く
上
回
る
、
忘
れ
る

こ
と
の
で
き
な
い
未
曽
有
の
大
損
害
を
私
た
ち

に
も
た
ら
し
ま
し
た
。

震度７襲来
能登半島地震
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　輪島市街地でも多くの家屋が倒壊し、道路
が塞がってしまった箇所がいくつも見られた
（写真右上）。それ以外にも、マンホールが腰
ほどまで隆起したり、道そのものが崩れてい
たりと今までのような移動が出来ず、市役所
正面も地面が沈下し大きな溝が出来ていた
（写真右下）。
　火災のあった朝市周辺では、ほとんどがが
れきの山となっており、どこに何があったか
判別することも難しくなっていた。また、フ
レームだけになった車も多数残っており、火
勢の強さが感じられた（写真左上）。
　建物以外でも新造した重蔵神社の鳥居や墓
石も崩れており、今回の地震の大きさを物
語っている（写真左下）。

Photo Report
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　門前地区の總持寺通りでも多数の家屋が倒壊しており、總持寺
も被害を受けていた。特に、地盤の隆起によって海水がなくなっ
た黒島漁港の姿には、以前の地形から大きく変わっていることを
実感させられた（写真左上）。
　町野地区でも全域にわたって大きな被害を受けていた。観光ス
ポットの一つである窓岩の上部の岩が崩れているだけではなく、
多くの家屋が倒壊しており、家の原形が分からないほどに崩れて
いた（写真右下）。

Photo Report
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鵠巣小学校

大屋小学校

避難所でも協力協力して頑張っています！

◀ 大屋小学校に設置してあるシャワーは
予約制で運営していました。予約受付
やシャワーの掃除・メンテナンスなど
は、主に避難者の方がボランティアで
行っており、中には高校生たちも中心
に入って運営をしていました。

◀ 避難所のルールや協力し
てやること、炊き出しの
予定表を受付の近くに掲
示して共有することで、
避難者の方が自主的に動
いて過ごしやすくできる
ような避難所運営が行わ
れていました。

▶ 自分たちが使用している
トイレだけではなく、子
どもたちがいつでも戻っ
てこられるようにと、教
室や廊下などもキレイに
掃除されてピカピカに
なっていました。

▶ 避難者が普段滞在する体育館の中など
は、基本的にはすべて避難者の方だけ
で運営しているとのことでした。ルー
ルやお知らせなども掲示して共有して
おり、キレイに片付いていました。
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　全国各地からの温かいご支援のおかげで、輪島市は一歩ずつですが前に進むことができています。
みなさんの温かいご支援・気持ちに感謝するとともに、このご恩にいつか報いるためにも日常生活
を必ず取り戻します。取り戻すためにはさまざまな困難や障害があるとは思いますが、皆さん一丸
となって頑張っていきましょう！

　全国各地からの温かいご支援のおかげで、輪島市は一歩ずつですが前に進むことができています。

みなさんからの

温かいご支援温かいご支援のおかげで、

　　前を向くことができています。前を向くことができています。

国内外問わず様々な人・団体から、炊
き出しの支援をいただきました。中に
は輪島高校生達からの炊き出しも。

　宮崎県からのランドリー
カーやイオンリテールの移動
販売車といった日常生活に必
要不可欠な支援もいただきま
した。
　また、愛知県春日井市の高
森台小学校からは心温まる寄
せ書きも寄せられました。

8



輪島中を視察する岸田総理（写真右）と門前公民館を視察する馳知事（写真左）。どちらも避難所の環境や
避難者の健康面といった話題や要望に耳を傾けていただきました。

他自治体からも多数の応援職員が駆け付けてくれています。給水作業やり災調査、避難所運営など多岐に
わたる業務でお手伝いしていただいており、非常に心強い支援をいただいています。

自衛隊や警察、その他関係機関も昼夜を問わずに復旧作業や捜索、その他支援を行ってくれました。
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各種支援制度のご案内各種支援制度のご案内

01. 被災者生活再建支援金

住宅の被害状況・再建方法に応じて支援金を支給します。この支援金は、被災した住宅で生活していた世帯
の世帯主に対し、生活していた住宅の被災の程度に応じてまず基礎支援金が、次に世帯主の住宅の再建方法に
応じ加算支援金が支給されます。

※ 「半壊」・「中規模半壊」・「大規模半壊」で被災した建物を基礎を含め全て解体した場合は「半壊解体」と
なります。半壊解体の基礎支援金は、解体終了後の申請となります。

※再建方法の「賃貸住宅」はみなし仮設、公営住宅を除きます。

支援金・給付金・貸付金支援金・給付金・貸付金

区分 基礎支援金 住宅の再建方法 加算支援金 合計

全壊
半壊解体

100 万円
（75 万円）

建設・購入 200 万円 （150 万円） 300 万円 （225 万円）
補修 100 万円 （75 万円） 200 万円 （150 万円）

賃貸住宅 50 万円 （37.5 万円） 150 万円（112.5 万円）

大規模半壊
50 万円

（37.5 万円）

建設・購入 200 万円 （150 万円） 250 万円（187.5 万円）
補修 100 万円 （75 万円） 150 万円（112.5 万円）

賃貸住宅 50 万円 （37.5 万円） 100 万円 （75 万円）

中規模半壊 ー
建設・購入 100 万円 （75 万円） 100 万円 （75 万円）

補修 50 万円 （37.5 万円） 50 万円 （37.5 万円）
賃貸住宅 25 万円（18.75 万円） 25 万円（18.75 万円）

半壊
（県・市からの支援金） ー

建設・購入 100 万円 （75 万円） 100 万円 （75 万円）
補修 50 万円 （37.5 万円） 50 万円 （37.5 万円）

賃貸住宅 25 万円（18.75 万円） 25 万円（18.75 万円）

　各種支援制度の概要をご案内します。各支援制度の詳細はお問い合わせ先にご確認ください。
※�掲載してある情報は 3月 18 日時点のものです。内容が変更となっている場合がありますのでご
注意ください。

■支給額一覧（一人の世帯は括弧内の金額）

■申請方法
〇窓口で申請
　申請窓口：市役所本庁舎１階ギャラリースペース、門前総合支所　受付時間：9:00 ～ 17:00
　　　　　　東陽中学校内　受付時間：10:00 ～ 15:00
〇マイナポータルでの申請
　マイナンバーカードをお持ちの方は、マイナポータルサイトの「手続き・電子申請」にある「防災、被災者
支援」を選択し検索すると、「【令和６年能登半島地震】被災者生活再建支援金の支給申請」が表示されますの
で案内に従って入力してください。なお、り災証明書と通帳等は写真等で添付してください。
〇郵便による申請
　様式を輪島市ホームページからダウンロードしていただき、必要事項をご記入の上、必要書類と一緒に下記
まで郵送をお願いします。　　
　【郵送先】〒 928-8525　輪島市二ツ屋町 2-29　輪島市被災者生活再建支援室
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02. 災害弔慰金・災害生涯見舞金

03. 石川県義援金の配分（全住民一律 5万円）

■災害弔慰金

■災害障害見舞金

■対象者

■支給額

■申請方法

市で把握してます対象のご遺族の方には、別途ご連絡します。

対象 条件 金額

令和 6 年能登半島地震により死亡された方の遺族
（配偶者・子、父母、孫、祖父母、同居兄弟姉妹等）

死亡された方が生計維持者 500 万円

死亡された方がその他の方 250 万円

対象 条件 金額

令和 6 年能登半島地震により重度の障害を受けた方
（両目失明、要常時介護、両上肢ひじ関節以上切断等）

生計維持者 250 万円

その他の方 125 万円

問市被災者生活再建支援室コールセンター　☎ 23-4872

問市被災者生活再建支援室　☎ 23-4871

■必要書類

■申請回数および申請期限

〇基礎支援金
　り災証明書、振込口座のわかるもの（通帳、キャッシュカード）の写し
〇加算支援金
　再建方法がわかる契約書等の写し

〇申請回数
　最大 3 回に分けて申請することができます（例：基礎支援金のみ申請し、後日加算支援金を申請し 2 回に
分けて申請。）※支援金の上限は変わりません。
〇申請期限　基礎支援金：発災後 13 か月（令和 7 年１月３１日（金））
　　　　　　加算支援金：発災後 37 か月以内（令和 9 年２月１日（月））

令和 6 年 1 月 1 日時点で、輪島市に住民登録をされていた方。※住民登録がない場合でも居住実態があっ
たときは、居住を証明する書類の提出により、対象と認められる場合があります。

〇オンライン申請：右上の QR コードを読み取って、必要事項を入力し申請
〇郵送：申請書を右上の QR コードのサイトからダウンロードし以下の宛先に送付

【宛先】令和 6 年能登半島地震義援金特別給付分事務局
　　　  〒 920-0907　石川県金沢市青草町 88 近江町いちば館 5 階
　　　　株式会社ゼロインフィニティ北陸支社
〇窓口：石川県輪島漆芸美術館（輪島市水守町四十苅 11 番地）
　　　　受付時間 9:00 ～ 17:00（月～金）

5 万円 / 人

問石川県専用コールセンター　☎ 0120-102-829

　受付時間：9:00 ～ 18:00
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■対象・支給額

04. 石川県義援金の配分（人的・住家被害）

05. 生活福祉資金（緊急小口資金）特例貸付

区分 対象 金額

人的被害
死者
行方不明者

住民登録があり、死亡した事実が死亡診断書等により証明され
た方（災害関連死含む）

20 万円 / 人

重傷者 1 か月以上の治療を要する負傷を負った方 10 万円 / 人

住家被害

全壊

生活していた住家が左記の被害認定を受けた世帯

20 万円 / 世帯
大規模半壊 15 万円 / 世帯
中規模半壊 10 万円 / 世帯
半壊 5 万円 / 世帯

■申請方法
〇被害区分が死者・行方不明者、全壊、大規模半壊の方
　災害弔慰金や被災者生活再建支援金の振込口座に支給しますので、申請は不要です。
〇被害区分が重傷者、中規模半壊、半壊の方

申請書を記載の上、必要書類と合わせて申請してください。被災者生活再建支援窓口（市役所本庁舎 1
階ギャラリースペース、門前総合支所、東陽中学校内）や郵送で申請できます。
■必要書類
・振込口座のわかるもの（通帳、キャッシュカード）の写し
・り災証明書（中規模半壊・半壊の方）
・医師の診断書（重傷者のみ）
・ 居住していたことを証明する書類（中規模半壊、半壊の方で住民登録が輪島市にない方）

問市被災者生活再建支援室コールセンター　☎ 23-4872

　被災された方で、当面の生活費を必要とする世帯に
対し、資金の貸付を行っています。
■貸付限度額
原則として、一世帯に 10 万円。ただし、以下の場合
は、 一世帯につき 20 万円の貸付も可能。（いずれも１
回限り）
〇世帯員の中に被災による死亡者がいる場合
〇世帯員に要介護者がいる場合
〇 4 人以上の世帯である場合
〇 世帯員に被災による重傷者や妊産婦、学齢児童がい

る場合
■据置期間　貸付の日から１年以内
■償還期間　据置期間終了後２年以内
■貸付利子　無利子
※ 償還期限後は残元金に対して年 3.0％の延滞利子が

発生します。

■貸付に必要なもの
〇 身分を証明できるもの（運転免許証、健康保険証、

マイナンバーカード 等）
〇 申込者の預金通帳またはキャッシュカードおよびそ

の銀行印
※いずれも準備できない場合は、応相談
■受付窓口
〇輪島市社会福祉協議会 本所
〇輪島市社会福祉協議会 門前支所
〇避難をしている市、町の社会福祉協議会

〈受付時間〉
当分の間（土日祝も受付可能です）　9:00 ～ 15:00
※ まちの児童クラブでの受付は終了いたしました。町

野地区の方で、移動手段が確保できない方はご相談
ください。

問輪島市社会福祉協議会�本所　☎ 22-2219
　　　　　　　　　�門前支所　☎ 42-0772
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01. 応急修理制度

02. 公費解体

01. 震災により国民年金保険料の納付が困難な方へ

住まいに関すること住まいに関すること

その他情報その他情報

　被害を受けた住宅の日常生活に必要不可欠な部分
を応急的に修理する場合に支援する制度です。
■対　象 　り災証明により、「全壊」「大規模半壊」「中

規模半壊」「半壊」「準半壊」と判断された
世帯

■限度額　半壊以上　706,000 円
　　　　　準半壊　　343,000 円
■修理完了期限　令和 6 年 12 月 31 日（火）
■申し込み手続き
① 被災者ご本人が直接業者に修理を依頼してください。

② 修理後、施工業者が被災者生活再建支援室に書類
を提出します。

■注意事項
・ 屋根や壁、床、ドア等の開口部の補修、上下水道

配管等が対象です。
・ 「公費解体」および「自費解体による費用償還」と

の併用はできません。
・ 賃貸型応急住宅（みなし仮設）を併用する場合（半

壊以上）は、入居期間については最大で 6 か月間
となります。

問市被災者生活再建支援室　☎ 23-4871

　公費解体の申請受付を開始します。スケジュール
は以下の通りです。
※ 「公費解体」とは、令和 6 年能登半島地震による

被災家屋等を所有者等の申請に基づき、解体・撤
去等が必要と判断した被災家屋等（り災証明書が
半壊以上）を市が代行して解体・撤去を行うもの

■申請受付の期間 4 月 1 日（月）～ 11 月 29 日（金）
※現時点での期間であり、延長する場合があります。

■受付方法
〇「予約不要」：申請書類を全て揃えて持参できる方
※ 当日の受付順。待ち時間あり。受付人数により当

日受付終了する場合があります。
〇「予約必要」：申請書類の提出にあたり、記載方
法や相続、抵当権などの権利関係、被災家屋等の解
体方法など、その他相談を行いたい方。

　国民年金保険料について、災害等で大きな被害を受けたことにより納付が困難な場合、申請により全額免
除することができます。（災害により被災し、住宅、家財、その他の財産について、おおむね 2 分の 1 以上
の損害を受けた方が対象です。）
■免除される期間
令和 5 年 11 月分から令和 8 年 6 月分まで　　　　　　　　　
■申請先
お近くの年金事務所　または　輪島市役所市民課、門前総合支所 ( 輪島市に住民票のある方のみ )
■お手続きに必要なもの　　　　　　　　　　　　　　　
〇基礎年金番号またはマイナンバーのわかるもの
〇被災状況届、もしくはり災証明書など被害が確認できるもの
※被災状況届は申請先窓口でお渡しできます。

問市公費解体専用電話　☎ 23-1186

問市市民課保険年金係　☎ 23-1124

申請書のダウンロードや制度の内容・申請書類の詳細は輪島市ホームページをご確認ください。

予約フォームは
こちらから➡
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02. 被害を受けた中小企業・小規模事業者を支援する事業を実施しています

03. 被災後のこころのケアについて

目的 補助事業名 補助内容 問い合わせ先

前向きな取り組みによ
り、災害からの事業再
建を図りたい

小規模事業者持続化補助金
（災害支援枠）

公募：R6.4.26 まで

「被災小規模事業者」による販路開拓等
の事業再建に向けた取り組みを
最大 200万円まで 2/3 補助

輪島商工会議所
または
門前町商工会

中小企業者持続化補助金
（災害支援枠）

公募：R6.4.15 まで

「被災中小企業者」による販路開拓等の
事業再建に向けた取り組みを
最大 200万円まで 1/2 補助

石川県産業創出支援機構
新商品 ･ サービス開発支援課
076-267-5551

設備や施設を復旧した
い

石川県なりわい
再建支援補助金

設備や施設の復旧整備に係る費用を
最大 15億円まで 3/4 補助

石川県なりわい再建
支援補助金事務局
0570-076-225

商店街が所有する設備
や施設を復旧したい

石川県商店街災害復旧事業補助金
公募：R6.5.10 まで

商店街が所有する設備や施設の
復旧費用等を 3/4 補助

石川県経営支援課
076-225-1521

イベント等の取り組み
により、商店街のにぎ
わいを創出したい

石川県商店街にぎわい
創出事業補助金

公募：R6.4.19 まで

商店街が実施するにぎわい創出の取組を
最大 100万円まで定額補助

石川県経営支援課
076-225-1521

伝統工芸事業者が事業
を再開したい

伝統的工芸品産業支援
補助金（災害復興事業）

国指定の伝統的工芸品の製造再開に
必要な費用を
最大 1,000 万円まで 3/4 補助

経済産業省
中部経済産業局
産業部　製造産業課
052-951-2724

石川県伝統工芸事業者
再建支援事業費補助金

石川県指定の伝統的工芸品の製造再開に
必要な費用を
最大 1,000 万円まで 3/4 補助

石川県経営支援課
伝統産業振興室
076-225-1526

※公募期間の表示が無い事業につきましては、公募 HP にてご確認いただくか直接お問い合わせください。
※このほか、市独自支援策についても準備しております。後日あらためまして広報、HP 等にてお知らせいたします。

問能登事業者支援センター　☎ 26-2380、輪島商工会議所　☎ 22-7777、門前町商工会　☎ 42-0360
市漆器商工課　☎ 23-1147

　多くの皆さまが、大きなストレス、心理的負担を感じていることと思います。
　ストレス状態が長く続くと、気もちやからだ、考え方に、さまざまな変化があらわれることが
あります。自然に回復していくことがほとんどですが、気もちを誰かに話したり相談したりする
ことで、つらさがやわらぐことがあります。お一人だけで抱え込まずにご相談ください。

■能登半島地震・石川こころのケアセンター
☎ 0120-333-247　9:00 ～ 17:00
　月～金曜日（祝日 , 年末年始を除く）

■子どものための
　心理的応急処置

■こどものみなさんへ
　「こころのケア」

■よりそいホットライン（被災者専門）
☎ 0120-279-338　10:00 ～ 22:00

（SNS 相談もあります） ■石川県HP　
災害時の心のケアについて

■輪島市HP
こころのケアについて

■あなたはひとりじゃない
（18 才以下のみなさんへ　
　　　　　　　相談先紹介チャット）

【相談先】 【参考リンク】
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人間ドック・脳ドックの費用を助成します

輪島市国民健康保険では、被保険者の方々に対して人間ドック等にかかる費用の助成事業を行っております。

■利用できる検査機関
石川県内の医療機関のうち、市の定める検査項目を実施できることが確認できる場合

※�検査費用が助成対象上限額に満たない場合は、検査費用の 8割（検査費用から自己負担 2割（1,000 円未満
切り捨て）を控除した額）を助成額とする。
※ただし、助成は償還払いとなります。
※�現在、市立輪島病院での人間ドックは受け付けていません。実施出来るようになりましたら、お知らせいた
します。

■助成対象者
〇�輪島市国民健康保険に加入されている受検日におい
て 35 歳以上の方
〇�同じ年度内で特定健康診査を受診していない方（40
歳以上の方）

〇�申請時に複数の検査項目において保険診療で同様の
検査または治療を実施していない方
〇�申請時に国民健康保険の滞納がない世帯に属する方
〇�検査結果のうち、特定健康診査検査項目について輪
島市の保健事業に活用することに同意する方

検査の種類 助成対象上限額 助成額 窓口負担額
生活習慣病コース ( 頭部MRI･MRA 検査有 ) 70,000 円 56,000 円 14,000 円
男性がんコース (1 日 ) 56,000 円 45,000 円 11,000 円
男性がんコース (2 日 ) 70,000 円 56,000 円 14,000 円
男性がんコース (1 日 )�＋頭部MRI･MRA 追加 74,000 円 60,000 円 14,000 円
男性がんコース (2 日 )�＋頭部MRI･MRA 追加 88,000 円 71,000 円 17,000 円
女性がんコース (1 日 ) 67,000 円 54,000 円 13,000 円
女性がんコース (2 日 ) 82,000 円 66,000 円 16,000 円
女性がんコース (1 日 )�＋頭部MRI･MRA 追加 85,000 円 68,000 円 17,000 円
女性がんコース (2 日 )�＋頭部MRI･MRA 追加 100,000 円 80,000 円 20,000 円
脳ドック 50,000 円 40,000 円 10,000 円

■申し込み方法
　必ず受検前に国民健康保険証を持参のうえ、市役所市民課にお申し込みください。
　その際に検査内容と検査費用のわかるものも持参ください。医療機関への予約はご
自身でお願いします。
■申し込み期間
令和 6年 4月 1日（月）から令和 6年 10 月 31 日（木）
※�検査は令和 6年度末まで実施可能です。ただし、検査結果を添えて請求書を令和 7
年 3月 31 日迄に提出する必要がありますので早めに検査を完了していただきます
ようお願いいたします。
※予定している事業費に達した場合、受付を早期に終了する場合があります。
※門前総合支所でも申し込みいただけます。 問市市民課保険年金係　☎ 23-1124

門地域生活課　　　　☎ 42-9918

◎乳幼児健康カレンダー
内　容

乳幼児健診 4月から再開します。対象者には個別にご案内します。

4健康カレンダー健康カレンダー 月
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　令和 6年度当初予算は、能登半島地震により、災害対応を最優先とすることから、原則、経常経費や継続事業
等を中心とした「骨格予算」を編成し、復旧・復興予算については補正対応することとしました。
　そのことにより、一般会計では、186 億 4,300 万円で、前年度と比較して 9億 7,900 万円の減額となり、特別会
計と企業会計を合わせた全会計の合計では、354 億 9,700 万円で、19 億 1,110 万円の減額となりました。

問市財政課　☎ 23-1116

■概要

■会計別予算額（1万円未満四捨五入）
会計名 令和 6 年度（骨格） 令和 5 年度 増減額 増減率

一般会計 186 億 4,300 万円 196 億 2,200 万円 △ 9 億 7,900 万円 △   5.0％

特
別
会
計

土地取得事業 200 万円 200 万円 0 万円 0.0％
臨海土地造成事業 3,420 万円 7,060 万円 △ 3,640 万円 △ 51.6％
国民健康保険（事業勘定） 32 億 9,580 万円 32 億 630 万円 8,950 万円 2.8％
国民健康保険（直営診療施設勘定） 5,390 万円 6,680 万円 △ 1,290 万円 △ 19.3％
後期高齢者医療 5 億 6,330 万円 5 億 1,430 万円 4,900 万円 9.5％
介護保険 45 億 2,860 万円 45 億 5,070 万円 △ 2,210 万円 △   0.5％

合　計 84 億 7,780 万円 84 億 1,070 万円 6,710 万円 0.8％

企
業
会
計

水道事業 15 億 9,270 万円 20 億 6,170 万円 △ 4 億 6,900 万円 △ 22.7％
下水道事業 23 億 3,110 万円 26 億 8,330 万円 △ 3 億 5,220 万円 △ 13.1％
病院事業 44 億 5,240 万円 46 億 3,040 万円 △ 1 億 7,800 万円 △   3.8％

合　計 83 億 7,620 万円 93 億 7,540 万円 △ 9 億 9,920 万円 △ 10.7％
総　計 354 億 9,700 万円 374 億 810 万円 △ 19 億 1,110 万円 △   5.1％

■一般会計の内訳　（　）内は構成比

市税市税

21 億 6,987 万円21 億 6,987 万円

（11.6％）（11.6％）

分担金及び負担金分担金及び負担金

5,919 万円（0.3％）5,919 万円（0.3％）

その他自主財源その他自主財源

13 億 2,951 万円13 億 2,951 万円

（7.2％）（7.2％）

地方交付税地方交付税

93 億 5,000 万円（50.1％）93 億 5,000 万円（50.1％）

国庫支出金国庫支出金

17 億 4,627 万円17 億 4,627 万円

（9.4％）（9.4％）

その他依存財源その他依存財源

10 億 9,183 万円（5.9％）10 億 9,183 万円（5.9％）

県支出金県支出金

10 億 3,280 万円10 億 3,280 万円

（5.5％）（5.5％）

市債市債

15 億 2,500 万円15 億 2,500 万円

（8.2％）（8.2％）

議会費議会費

1億 7,264 万円（0.9％）1億 7,264 万円（0.9％）

総務費総務費

21 億 6,988 万円21 億 6,988 万円

（11.6％）（11.6％）

民生費民生費

47 億 6,486 万円47 億 6,486 万円

（25.6％）（25.6％）

衛生費衛生費

28 億 1,651 万円28 億 1,651 万円

（15.1％）（15.1％）

公債費公債費

32 億 1,051 万円32 億 1,051 万円

（17.2％）（17.2％）

災害復旧費災害復旧費

5億 9,731 万円5億 9,731 万円

（3.2％）（3.2％）

予備費予備費

3,000 万円（0.2％）3,000 万円（0.2％）

労働費労働費

2,036 万円（0.1％）2,036 万円（0.1％）
農林水産業費農林水産業費

6億 669 万円（3.3％）6億 669 万円（3.3％）

商工費商工費

4億 6,698 万円（2.5％）4億 6,698 万円（2.5％）

教育費教育費

16 億 549 万円16 億 549 万円

（8.6％）（8.6％）

土木費土木費

13 億 8,024 万円13 億 8,024 万円

（7.4％）（7.4％）

消防費消防費

8億 153 万円8億 153 万円

（4.3％）（4.3％）

※ 1自主財源　 38 億 9,710 万円（20.9％）

※ 2依存財源　147 億 4,590 万円（79.1％）

※ 1

※ 2

歳　入
186 億
4,300 万円

歳　出
186 億
4,300 万円

使用料及び手数料使用料及び手数料

3億 3,853 万円3億 3,853 万円

（1.8％）（1.8％）

令
当 初 予

６
算

和 年 度
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■当初予算の概要
　　　　　　　（1万円未満切り捨て）

※ IoT：�『Internet�of�Things』の頭文字。身の回りのも
のがインターネットにつながるしくみのこと。

　①計画的なまちづくりの推進

〇居住誘導促進事業費 500 万円

〇マリンタウン用地販売促進事業費 1,320 万円

　②豊かさを実感できる住生活の実現

〇住宅耐震化促進事業費 2,879 万円

　  建替及び除去に対する補助

〇移住・定住促進事業費 2,319 万円

　 【改】定住支援金（住宅取得補助 50 万円 /人）

〇公営住宅管理費 2,529 万円

〇移住促進住宅管理費 126 万円

　③道路網の整備・更新

〇除排雪費 9,200 万円

〇除雪機械オペレーター育成支援事業費 45 万円

〇除雪機械購入費 1,500 万円

〇道路橋梁維持費 5,000 万円

〇小型除雪機械購入費補助 150 万円

〇道路橋梁整備事業費 3,100 万円

　④交通ネットワークの整備・更新と公共交通機関の維持

〇のと里山空港利活用促進事業費 4,864 万円

〇へぐら航路助成事業費 807 万円

〇のと鉄道利用促進事業費 166 万円

〇バス路線運行維持対策事業費 7,261 万円

〇自家用有償旅客運送事業費 772 万円

〇路線バス運賃助成事業費 1,046 万円

　⑤ IoT の活用・推進（※）

〇電算管理費 1億 1,917 万円

〇デジタル化推進事業費 2,093 万円

〇ケーブルテレビ運営費 1億 2,376 万円

　⑥上下水道の普及・管理

〇飲料水供給施設管理費 132 万円

〇飲料水供給施設整備費補助 600 万円

〇 IoT 活用推進モデル事業 345 万円

〇浄化槽整備推進事業 4,275 万円

　⑦公園や緑地等の適切な管理

〇公園管理費 587 万円

　⑧移住・定住者受入体制の充実と地域ブランドの発信

〇移住・定住促進事業費（再掲） 2,319 万円

〇移住促進住宅管理費（再掲） 126 万円

Ⅰ　安全・安心・快適なまちづくり
　1.　持続可能なまちづくり

　①消防・救急体制の充実

〇奥能登広域圏事務組合消防本部負担金 1億 4,729 万円

〇奥能登広域圏事務組合輪島消防署負担金 5億 6,605 万円

　  町野分署　高規格救急自動車更新

〇救急医療対策費 155 万円

　2.　安全・安心なまちづくり

　①自然環境の保全と自然の恵みの継承

〇次世代自動車充電インフラ管理費 370 万円

〇環境美化推進事業費 35 万円

〇公害対策費 156 万円

〇 LED 街灯照明等導入促進事業費 576 万円

〇海岸漂着物等地域対策推進事業費 4,552 万円

〇松くい虫奨励防除事業費 920 万円

　②自然・歴史的景観の保全・活用

〇世界農業遺産活用事業費 24 万円

〇白米千枚田観光景観保全事業費 400 万円

〇景観推進事業費 400 万円

　③循環型社会の形成

〇輪島市・穴水町環境衛生施設組合負担金 9,048 万円

〇クリーンセンター焼却処理施設解体事業費 2億 6,571 万円

〇クリーンセンター埋立処分場管理費 3,449 万円

〇ごみ焼却施設運営管理費負担金 1億 3,336 万円

〇マテリアルリサイクル推進施設整備事業負担金 5億 1,982 万円

〇再資源化促進事業費 5,214 万円

〇廃棄物減量化対策事業費 1,993 万円

〇クリーンセンター宅田分場管理費 4,361 万円

　3.　自然・景観の保全・活用

　②防災対策・対応力の強化

〇消防団員報酬 3,198 万円

〇消防団活動費 503 万円

〇災害対策費 592 万円

〇自主防災活動支援事業費 457 万円

〇防災対策事業費 300 万円

〇防災行政無線管理費 915 万円

〇原子力防護施設管理費 251 万円

〇空家等対策事業費 2,275 万円

　③防犯・交通安全対策の推進

〇私設防犯灯設置費補助 200 万円

〇防犯協会等運営費補助 283 万円

〇交通安全推進費 196 万円

〇交通安全協会連合会運営費補助 115 万円

〇高齢者運転免許証自主返納支援事業費 350 万円

〇交通安全施設整備事業費 500 万円

　①ツーリズムの振興

〇千枚田レストハウス管理費 643 万円

〇ふらっと訪夢管理費 1,350 万円

〇マリンタウン観光交流施設等管理費 518 万円

〇輪島キリコ会館管理費 3,562 万円

〇禅の里交流館管理費 974 万円

　②国内外の交流促進

〇姉妹都市等議会親善事業費 50 万円

〇友好都市等推進事業費 100 万円

〇観光プロモーション事業費 720 万円

〇コンベンション等誘致支援事業費 120 万円

Ⅱ　活力を生み出すまちづくり
　1.　戦略的交流による地域振興
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Ⅲ　健やかに過ごすまちづくり
　1.　女性が活躍できるまちづくり

　①漆器産業の強化

〇漆器普及宣伝費 191 万円

〇輪島漆器商工業協同組合運営費補助 320 万円

〇輪島塗後継者育成奨励事業費 90 万円

〇輪島漆芸作家活動支援事業費 179 万円

〇伝統産業合同見本市開催費補助 100 万円

〇輪島塗技術保存継承事業費 650 万円

　②商工業の振興

〇商業活性化支援事業費 150 万円

〇商工団体等運営支援事業費 1,494 万円

　③農林業の振興

〇農産物主産地化事業費 130 万円

〇担い手経営強化支援事業費 1,000 万円

〇地産地消推進事業費 29 万円

〇多面的機能支払事業費 4,751 万円

〇中山間地域等直接支払事業費 1億 2,933 万円

〇環境保全型農業直接支払事業費 1,045 万円

〇農業次世代人材投資事業費 435 万円

〇有害鳥獣対策事業費 2,632 万円

〇農業経営収入保険料助成事業費 200 万円

〇市単土地改良事業費 700 万円

〇森林環境保全整備事業費 495 万円

〇輪島産材活用住宅助成事業費 600 万円

　④水産業の振興

〇離島漁業再生支援事業費 1,660 万円

〇豊かな藻場支援事業費 27 万円

〇海女漁振興事業費 571 万円

　⑤地域ブランドの開発・発信

〇農林水産物ブランド化推進事業費 133 万円

〇物産品販路開拓事業費 169 万円

〇産業育成支援事業費 302 万円

　2.　活力に富む産業振興

　①創業・事業承継支援

〇創業支援事業費 240 万円

〇起業・新規出店支援事業費 922 万円

〇事業承継支援事業費 400 万円

　②企業立地の推進

〇企業誘致推進事業費 664 万円

〇サテライトオフィス誘致推進事業費 61 万円

〇臨空産業団地整備事業費 1億 251 万円

　③多様なニーズに対応した雇用対策

〇新規就農者助成事業費 124 万円

〇林業就業者支援事業費 165 万円

〇シルバー人材センター運営費補助 1,320 万円

〇雇用促進事業費 157 万円

〇輪島塗後継者育成奨励事業費（再掲） 90 万円

　3.　多様な就労機会の創出

　2.　地域で支えあう福祉の増進

　①出産・子育て環境の充実

〇出産お祝い事業費 1,017 万円

〇自立支援教育訓練事業費 93 万円

〇子宝支援事業費 189 万円

〇出産お祝い事業費 757 万円

　②人権尊重と男女共同参画の推進

〇 DV 対策等総合支援事業費 301 万円

〇女性団体運営費補助 55 万円

〇男女共同参画社会づくり推進事業費 82 万円

　①地域福祉の充実

〇民生委員費 1,361 万円

〇社会福祉協議会運営費補助 1,915 万円

〇ボランティアセンター事業費補助 115 万円

〇生活困窮者自立支援事業費 2,506 万円

　②児童福祉の充実

〇放課後児童健全育成事業費 7,916 万円

〇放課後児童クラブ利用支援事業費 348 万円

〇こどもの居場所づくり支援事業費 855 万円

〇児童手当費 2億 92 万円

　【拡充】所得制限の撤廃、高校生年代への支給対象拡大

〇地域組織活動育成事業費 80 万円

〇こども家庭センター事業費 831 万円

　妊産婦、子育て世帯、子どもへ一体的に相談支援を実施

〇保育所施設管理費 8,557 万円

〇子育て支援センター事業費 2,307 万円

〇子どものための教育・保育給付費 4億 7,840 万円

〇私立保育所等補助事業費 2,788 万円

〇在宅育児家庭通園保育モデル事業費 130 万円

〇保育環境向上等事業費 1,131 万円

〇医療的ケア児保育支援事業費 262 万円

〇ひとり親家庭等医療費助成事業費 1,095 万円

〇児童扶養手当費 6,057 万円

〇こどもの医療費助成事業費 5,999 万円

　③高齢者福祉の充実

〇はり・きゅう・マッサージ施術助成事業費 183 万円

〇地域包括支援センター事業費 2,078 万円

〇老人保護措置費 1億 7,871 万円

〇老人クラブ活動費補助 377 万円

〇在宅支援型住宅リフォーム推進事業費 240 万円

〇介護保険制度利用者負担等軽減事業費 176 万円

〇介護予防・地域支え合い事業費 1,160 万円

〇長寿者祝品贈呈事業費 399 万円

〇ふれあい入浴デー実施助成事業費 36 万円

〇在宅復帰支援事業費 11 万円

〇介護保険特別会計費 6億 5,623 万円

　④障害者福祉の充実

〇障害者自立支援給付費 7億 8,951 万円

〇障害児給付費 4,153 万円

　③交流拠点機能の強化

〇観光協会運営費補助 830 万円
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　3.　生涯の健康づくり

〇障害者自立支援医療費 4,011 万円

〇地域生活支援事業費 3,769 万円

〇手話通訳設置事業費 349 万円

〇心身障害者医療費助成事業費 1億 1,380 万円

〇特別障害者手当等給付費 1,135 万円

〇在宅支援型住宅リフォーム推進事業費 80 万円

〇在宅心身障害者配食サービス事業費 114 万円

〇障害者福祉タクシー利用料金助成事業費 83 万円

〇除雪困難世帯生活道路除雪支援事業費 56 万円

〇発達相談支援事業費 276 万円

　2.　さらなる協働によるまちづくりの展開

〇教育研究所運営費 1,176 万円

〇青少年健全育成活動推進事業費 118 万円

〇家庭教育推進事業費 53 万円

〇放課後子ども教室推進事業費 61 万円

　④生涯学習の推進

〇図書等購入費 849 万円

〇電子図書館管理運営費 266 万円

　⑤スポーツによる人づくり

〇生涯スポーツ推進事業費 683 万円

〇スポーツ協会運営費等補助 123 万円

〇スポーツ少年団各種大会開催費補助 100 万円

〇スポーツ推進委員活動費 145 万円

〇体育施設管理費 1億 5,614 万円

Ⅴ　市民と行政の協働によるまちづくり
　1.　行政経営基盤の強化

　2.　伝統・文化を次代につなぐ

　①文化・芸術活動の推進

〇文化協会事業費補助 100 万円

〇文化活動支援事業費 136 万円

〇現代美術展輪島展開催事業費 270 万円

〇文化会館管理費 5,859 万円

　②文化財の保存・活用

〇海女漁振興事業費（再掲） 571 万円

〇伝統芸能伝承教室開催費補助 40 万円

〇輪島塗技術伝承者養成事業費補助 240 万円

〇輪島塗技術保存継承事業費（再掲） 650 万円

〇有形文化財保存事業費 95 万円

〇文化的景観保存事業費 285 万円

〇漆芸美術館管理費 9,897 万円

〇天領黒島角海家管理費 401 万円 　①学校教育の充実

〇門前高等学校野球指導アドバイザー事業費 403 万円

〇門前高等学校生徒受入支援費 6,820 万円

〇門前高等学校生徒宿舎等運営費 5,952 万円

〇教育支援員等配置事業費 1億 612 万円

〇スクールバス運行費 7,362 万円

〇特色ある学校づくり支援事業費 107 万円

〇学力向上推進事業費 300 万円

〇育英資金貸付事業費 84 万円

〇県立高等学校生徒通学支援事業費 450 万円

〇県立高等学校活性化支援事業費 213 万円

〇高校魅力化プロジェクト事業費 4,574 万円

〇校舎等営繕費（小・中） 4,247 万円

〇遠距離児童生徒通学費補助（小・中） 553 万円

〇学校活動振興事業費（小・中） 2,563 万円

〇部活動指導員配置事業費 343 万円

〇 ICT 推進事業費（小・中） 3,474 万円

〇学校給食食材費 1,879 万円

〇学校給食費無償化事業費（小・中） 6,813 万円

　②地域コミュニティの強化

〇コミュニティ活動推進事業費 232 万円

〇公民館施設管理費 3,086 万円

〇公民館活動事業費 939 万円

　③地域で取り組む教育力の向上

Ⅳ　ふるさとを学び誇るまちづくり
　1.　困難に打ち克つ人づくり

　①行政サービス改革の推進

〇職員研修費 232 万円

〇電子入札システム費 432 万円

〇広域行政窓口サービス事業費 105 万円

〇コンビニ交付サービス事業費 695 万円

　②広域連携の推進

〇奥能登広域圏事務組合負担金 3,858 万円

〇大学連携推進事業費 77 万円

　①地域医療拠点機能の充実

〇医療機器等整備事業 1 億円

　　デジタルラジオグラフィシステムの更新など

　②健康づくりの推進

〇後期高齢者医療健康診査費 1,901 万円

〇母子保健推進事業費 1,611 万円

〇食生活改善事業費 46 万円

〇予防接種費 5,923 万円

〇任意予防接種促進事業費 370 万円

〇がん・結核検診費 1,871 万円

〇健康づくり検診費 371 万円

〇健康指導費 48 万円

〇こころの相談事業費 47 万円

　①多様な連携の推進

〇区長会等報償費 1,089 万円

〇区長会等活動費 124 万円

〇個人番号カード交付事業費 762 万円

　②輪島の応援ネットワーク形成

〇大学連携推進事業費（再掲） 77 万円

〇“がんばる輪島”応援推進事業費 2億 2,500 万円

〇地域おこし協力隊事業費 900 万円
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公
務
員
採
用
試
験
を
次
の
通
り
実
施

し
ま
す
。
申
し
込
み
方
法
や
受
験
案

内
等
は
、
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
国
家
公
務
員
試
験
採
用
情
報
Ｎ
Ａ

Ｖ
Ｉ
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
各
試
験
の
申
し
込
み
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

【
一
般
職
試
験
（
高
卒
者
試
験
・
社

会
人
試
験
（
係
員
級
）
）
、
税
務
職

員
採
用
試
験
】

◆
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
日

5
月
7
日
︵
火
︶

◆
申
込
受
付
期
間

6
月
14
日
︵
金
︶
~
26
日
︵
水
︶

◆
第
1
次
試
験
日

9
月
1
日
︵
日
︶

【
総
合
職
試
験
（
大
卒
程
度
試
験

（
教
養
区
分
）
）
】

◆
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
日

7
月
2
日
︵
火
︶

◆
申
込
受
付
期
間

7
月
26
日
︵
金
︶
~

　
　
　
　
　
　
　

8
月
19
日
︵
月
︶

◆
第
1
次
試
験
日

9
月
29
日
︵
日
︶

問
人
事
院
中
部
事
務
局
第
二
課
試
験
係

　

☎
０
５
２
ー
９
６
１
ー
６
８
３
８
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輪
島
市

だ
よ
り

大
谷
翔
平
選
手
の
寄
贈
グ
ロ
ー
ブ

お
披
露
目
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
！

▲大谷翔平選手から寄贈された野球グローブ ▲グローブを手に大谷翔平選手へメッセージを送る門前東小・西小の児童達

3
月
4
日
︵
月
︶、
市
内
各
小
学
校
に

て
プ
ロ
野
球
選
手
の
大
谷
翔
平
選
手
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
野
球
グ
ロ
ー
ブ
の
お
披
露
目

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

門
前
地
区
で
は
、
門
前
東
小
学
校
と
門

前
西
小
学
校
の
2
校
合
同
で
開
催
さ
れ
、

大
谷
選
手
の
コ
メ
ン
ト
が
読
み
上
げ
ら
れ

グ
ロ
ー
ブ
が
児
童
達
の
前
に
お
披
露
目
さ

れ
る
と
、
歓
声
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
児
童
達
は
実
際
に
グ
ロ
ー

ブ
を
装
着
し
て
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
楽
し

ん
で
お
り
、
児
童
達
の
顔
に
笑
顔
が
広

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
児
童
達
が
集
ま
っ
て
、
大
谷

選
手
へ
の
お
礼
の
言
葉
と
結
婚
の
お
祝
い

の
言
葉
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
送
り
、
児

童
達
の
元
気
あ
ふ
れ
る
姿
が
印
象
に
残
り

ま
し
た
。

図書館からのお知らせ

輪島市図書館（市立図書館、町野分館、門前図書館）は震災の影響のため臨時休館しています。
再開時期は未定です。再開時期が決まりましたらあらためてお知らせいたします。

◎借りている図書等の返却について
　震災前に借りられた図書等は、各館玄関前のブック
ポストで返却できます。返却できる状況になりました
らお返しください。
◎ 震災により図書館から借りている図書等が破損 ･滅
失した場合
　今回の震災が原因で当館から借りている図書等が破
損・滅失した場合は、弁償を免除します。輪島市図書
館のホームページから届出書の様式をダウンロードし
てご郵送ください。
※�破損した資料がお手元にある場合は、返却できる状
況になりましたらお返しください。
◎わじま電子図書館について
　輪島市図書館の利用者カードをお持ちの方で、住所
が輪島市にある方（市外に避難している方を含みま
す。）または輪島市内に通学・通勤されている方は、
わじま電子図書館をご利用いただけます。
　利用者ＩＤは利用者カード裏面の７桁の数字（ハイ
フンは入力しません）、初期パスワードは生年月日で
す。
（例、昭和 40 年 1月 7日生まれの方→ 19650107）
※�パスワードがわからなくなった方は、お問い合わせください。

◎利用者カードの再発行 ･新規発行の手続きについて
�　今回の震災で利用者カードを紛失した場合は再発
行します。また、輪島市にお住まいの方や通勤・通学
されている方の新規発行も受付しています。
※�申請書と住所確認の出来るもの（免許証またはマイ
ナンバーカード等のコピー）、返信用封筒を同封し
てご郵送ください。
郵送先　〒 928-8525　輪島市二ツ屋町 2-29
輪島市役所本館 3階
輪島市教育委員会生涯学習課　図書館担当
◎近隣市町の図書館を利用できます
　輪島市にお住いの方は、珠洲市、穴水町（現在休館
中）、能登町、志賀町の各図書館で利用者カードを発
行可能です。ご利用の際は各市町図書館窓口までお問
い合わせください。

◎�お問い合わせは輪島市立図書館　☎ 22-2926 へお
願いします。
※�電話はしばらくの間、輪島市生涯学習課に転送され
ます。

　　　　　輪島市図書館ホームページ➡
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戸籍の窓口戸籍の窓口 令和 5年 12 月 16 日～令和 6年 3月 15 日

た
ん
じ
ょ
う

な
ま
え

保
護
者

住
所

坂
角　

善せ
ん
り俐（
昌

起

真

美
）
河
井
町

笹
川　

莉り

お央（
一

史

祥

子
）
中
段
町

岸
田　

都と

き希（
元

治

実

花
）
平
成
町

平
野　

陽は
る
か花（

保
美
沙
希
）
新
橋
通

小
路　

わ
こ（

龍
優

希
）
輪
島
崎
町

谷
内
日ひ

な

は
菜
羽（
亮

介

未

有
）
気
勝
平
町

井
戸　

冬と
う
ま真（
悠

生

真

梨
）
河
井
町

森
下　

陽ひ
ま
り葵（

遼
瑞

穂
）
広

岡

け
っ
こ
ん

な
ま
え

本　

籍

住
所

三
田　

真
悟

尾
崎　

瑠
華
（
金
沢
市
）

（
鳳
至
町
）
鳳
至
町

入

山　

修

清
水　

知
香
（
小
伊
勢
町
）

（
加
賀
市
）
小
伊
勢
町

金
谷　

裕
也

塗
師
和
佳
奈
（
皆　

月
）

（
広　

瀬
）
皆

月

田
中　

雄
二

馬
場　

聡
美
（
長　

沢
）

（
新
橋
通
）
長

沢

お
く
や
み

氏　

名

年
齢

住
所

表　

は
る
子

93

内

屋

脊
出
冨
士
子

83

河
井
町

瀧
下　

貞
子

93

内

保

中
浦　

康
成

90

中
野
屋

池

田　

巽

92

山
本
町

菊
𠮷　

弘
毅

78

川

西

花
本
ヨ
シ
子

90

空
熊
町

田
端　

仁
市

86

寺

山

貫
山　

孝
男

83

皆

月

髙
田　

幸
子

90

西
山
町

梅

本　

勉

69

宅
田
町

森　

み

わ

97

樽

見

磯

上　

薫

86

鳳
至
丁

大
箱　

靜
子

86

大
沢
町

稲
生　

眞
二

86

東
中
尾
町

谷
本
須
磨
子

87

二
ツ
屋
町

山
下　

強
平

77

河
井
町

宮
野　

定
子

76

河
井
町

山
口
か
つ
ゑ

86

稲
舟
町

東　

芳

美

42

田

村

竹
田　

秀
子

90

馬

渡

水
脇
シ
ズ
エ

79

内

保

井
か
づ
み

95

長
井
坂

河
原
千
代
子

90

和

田

皆
戸　

憲
邦

73

河
井
町

皆
戸　

利
子

75

河
井
町

江
上
由
美
子

60

稲
屋
町

日
吉　

浩
幸

63

河
井
町

米

山　

里

71

仁

行

谷
内　

良
正

88

河
井
町

稲

垣　

寿

46

高
根
尾

渡
邊　

秋
美

65

高
根
尾

笠
原　

成
人

58

舘

古
谷　

光
雄

79

浦

上

山
口　

正
一

73

走

出

神
崎
美
智
子

87

道

下

河
端　

教
子

74

走

出

尾
形　

晶
子

65

稲
荷
町

桐
地　

千
代

101

横
地
町

宮
本
ち
え
子

66

堀

町

柿
本　

利
子

88

畠

田

場
崎　

鷹
峰

90

稲
舟
町

下
地
み
さ
の

89

稲
舟
町

小
山　

正
子

81

上

町

末
藤　

翔
太

40

山
岸
町

五
里
地
敏
夫

84

河
井
町

山
下　

正
博

51

中

松

井　

健

55

河
井
町

田
上　

嘉
子

77

河
井
町

加
治　

子

97

輪
島
崎
町

林　

理

佳

42

稲
舟
町

池
上　

靜
枝

76

稲
舟
町

髙　

は
る
み

93

山
岸
町

大
野　

と
め

96

上

町

井　

と
ぎ

95

気
勝
平
町

森
下　

輝
子

81

上

町

林　

弘

子

88

河
井
町

山
口　

好
光

69

浦

上

坂
口　

政
雄

89

河
井
町

上
野　

和
枝

86

宅
田
町

上
平
靜
津
子

75

河
井
町

中
橋　

光
次

72

興
徳
寺

川
端　

恵
子

56

広

江

鳥
毛　

峰
子

74

広

江

南　

榮

策

71

東
大
野

高
山　

君
子

83

空
熊
町

船
本
り
つ
子

90

大
野
町

竹
園
波
津
枝

59

河
井
町

経
本　

寛
子

93

鑓

川

坂
下　

千
春

51

堀

町

山　

婦
子

91

大
沢
町

成
瀬　

政
夫

74

河
井
町

中
山　

絹
代

53

畠

田

小
利
池　

弘

92

二
又
川

橋
爪
イ
サ
子

89

西
院
内
町

八
幡　

幸
三

76

川

西

小
谷　

政
三

96

西
山
町

水
上
と
し
子

88

大

川

矢
代　

き
よ

93

大

川

柴
田　

昭
宏

94

二
ツ
屋
町

田
中　

優
子

52

川

西

中　

紀

子

71

滝
又
町

平

野　

治

67

横
地
町

安
谷　

義
人

85

東
中
尾
町

西
谷
み
よ
子

97

里

町

下
平　

忠
春

94

西
山
町

西
門
千
鶴
子

103

河
井
町

空
熊　

米
子

92

新
橋
通

原　

正
人

51

鳳
至
丁

⻆
　

都

88

里

町

道
下　

つ
や

94

渡

合

山
本　

靜
子

95

本

市

中
田　

辰
衛

83

深

田

山
下　

き
よ

100

河
井
町

向

濵　

勲

89

名
舟
町

向
濵　

節
子

85

名
舟
町

出
口　

博
文

49

渋
田
町

出
口　

正
子

74

渋
田
町

山
本　

尚
子

68

河
井
町

上　

行

男

94

洲

衛

松
本　

勝
己

79

鈴

屋

小
門　

と
よ

83

本

江

内
田　

博
治

94

杉
平
町

中
井　

愛
子

84

餅

田

傳　

和
子

87

上

町

水
谷　

桝
井

85

稲
舟
町

奥

田　

茂

68

俊

兼

𦚰
田　

ソ
ヨ

102

深

田

出
村　

芳
雄

72

東
大
野

池
端　

幸
子

76

山
本
町

坂
下　

礼
子

64

河
井
町

土
中
健
一
郎

74

山
岸
町

宮
腰　

正
記

81

浦

上

前
田　

宇
一

91

六
郎
木

前
田
美
代
子

100

河
井
町

加

藤　

弘

94

金

蔵

山
本　

菊
枝

91

粟

蔵

平　

勝

二

86

河
井
町
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寄
附
の
お
礼

■
特
定
非
営
利
活
動
法
人
こ
ど

も
の
城
合
唱
団
様
よ
り
、
社

会
福
祉
費
寄
附
金
と
し
て
、
金

１
４
６
万
6
２
９
０
円
を
輪
島
市

へご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

宮
下　

明
治

87

稲
舟
町

表　

き

よ

97

打
越
町

北
濱　

清
枝

91

畠

田

浅
窪
し
ず
子

94

渡

合

島
田　

怜
奈

36

河
井
町

加
治　

國
衞

80

河
井
町

井
池　

光
夫

95

金

蔵

石
部　

正
信

77

上

町

馬
場
な
つ
子

74

輪
島
崎
町

南　

靜

子

94

大
沢
町

曲
田
千
恵
子

63

市
ノ
瀬
町

曲
田　

克
也

63

市
ノ
瀬
町

南　

智

子

92

黒
島
町

宮
下　

正
夫

88

釜
屋
谷
町

前
川　

勝
助

90

水
守
町

伊

藤　

亘

90

海
士
町

山
口　

俊
行

78

河
井
町

山
口　

世
津

76

河
井
町

小

浦　

洋

88

剱

地

酒

井　

猛

88

鳳
至
丁

西
田　

美
子

92

和

田

廣
瀬　

慶
子

77

釜
屋
谷
町

山
崎　

良
治

87

川

西

西
山
鉄
五
郎

102

本

市

田　

敏
之

77

敷

戸

瀧
下　

澄
子

85

内

保

中
小
田

之

93

小
田
屋
町

福
光　

達
矢

75

長
井
町

中

津　

守

88

水
守
町

岡　

𠮷

丸

86

粟

蔵

令和6年度　狂犬病予防集合注射の延期のお知らせ

　令和 6年度の狂犬病予防集合注射は 1月 1日に発生した能登半島地震の影響により実施を延期します。集合
注射を予定していた犬の飼い主の皆さまには大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。
　延期後の日程については、確定後、広報やホームページ等でお知らせします。なお、今後の状況によっては、
集合注射を行わない可能性がありますことをご承知ください。

　狂犬病予防注射は、動物病院で接種できます。動物病院で接種の際は、市からの
通知はがきをご持参ください。はがきにつきましては、4月中に郵送します。
市内動物病院一覧
　おおね動物病院　・　かわしり動物病院

　市外で注射を接種した場合は、「狂犬病予防注射済証（紙の証明書）」が発行されますので、この書類を持参の
うえ、輪島市役所　環境対策課の窓口において「狂犬病予防注射済票」の交付を受けてください。
※別途で手数料 550 円が必要になります。

問市環境対策課　☎ 23-1853
門地域生活課　☎ 42-9916

人口と世帯
（3 月 1 日現在）

人　　口　22,515人 （－324人）

　　　　　　　　　　男 10,657 人 （－148人）
　　　　　　　　　　女 11,858 人 （－176人）

（前月比）

世帯数　11,088世帯（－ 157 世帯）

（前月比） 2 月 出生 死亡 転入 転出
男 1 57 11 103
女 1 59 6 124

合計 2 116 17 227
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震災による生活の困りごとはありませんか？震災による生活の困りごとはありませんか？

　　　　　そのお悩みボランティアがお手伝いします！　　　　　そのお悩みボランティアがお手伝いします！

ボランティアは、�家の片づけや道路までの災害ゴミの運び出し・生活の困りごと等をお手伝いします。�
お困りのことなど、まずはご相談ください。
※�応急危険度判定「赤（危険）」の家屋は、ボランティアの安全が確保できる�範囲内で家の外周りの
ガラスの片づけなどをしたり、生活の困りごとへの相談などお手伝いできる場合があります。

〇危険を伴う作業など、ご希望にお答えできない場合もあります。
〇専門的技術を要する活動は支援団体に依頼します。
〇�ボランティアの人数や天候によって、すぐにご希望にお答えできない場合もありますが、お電話い
ただければ、職員がお家の状況を見にまいります。

〇ボランティアは無料です。食事の用意も不要です。

お申込み・お問合せ先

輪島市災害たすけあいセンター （輪島市社会福祉協議会内）

電話：080-7707-5242

　　　080-7707-5342

受付時間：9:00 ～ 16:00

◆ボランティアとして協力いただける輪島市在住の方（在勤、在学も含む）も募集しています。
　ぜひ、力を貸してください。
　輪島市民ボランティア募集専用電話：090-4755-0087

初誕生記念にお子さんを広報に掲載しませんか？初誕生記念にお子さんを広報に掲載しませんか？
　5月号（2～ 5月に１歳になるお子さんを対象）に掲載をご希望の方は、令和 6令和 6

年 4月 10 日（水）年 4月 10 日（水）までにお子さんのお名前（ふりがな）、生年月日、性別、ご住所、お子さんのお名前（ふりがな）、生年月日、性別、ご住所、

お父さん・お母さんのお名前、電話番号、50 字程度のコメント、お写真（データ・お父さん・お母さんのお名前、電話番号、50 字程度のコメント、お写真（データ・

1～ 5MB 推奨）1～ 5MB 推奨）を企画課までメールにてご提出ください。

（Mail koho@city.wajima.lg.jp）なお、提出期限を過ぎた場合は掲載できません。

LINE でも掲載依頼ができます
①輪島市公式 LINE と友達になる

②リッチメニューの「子育て」をタップ

最新の支援情報や復旧情報はこちらから！最新の支援情報や復旧情報はこちらから！

上記サイトにて随時情報発信しています。こまめにご確認をお願いします。

▲輪島公式サイト

▲輪島公式 LINE

〇輪島市公式サイト
　各種支援情報や復旧情報、関係機関へのリンクがまとめられています。右のQR
コードからご確認ください。

〇輪島市公式 LINE
　友だち登録をすると、各種情報がスマホへプッシュ通知で送られてきます。右の
QRコードから友だち登録をしてください。


